
手賀沼のヨシ原は、主にヨシ・マコモ・ヒメガマの3種の植物

で構成され、沼沿いに丈の高い草地を作っています。ヨシ原の中

は、数多くの沼に暮らす生き物にとって重要な住みかになってい

ます。今回は、ヨシ原で繁殖する水鳥たちに注目して、彼らがど

のようにヨシ原を利用しているのか、観察してみましょう。

▲ヨシ原の中に作られた巣に座るオオバン。

【5月のテーマ】
ヨシ原で子育てする水鳥たち

案内人：小田谷嘉弥（鳥の博物館学芸員）
北村章子（鳥の博物館市民スタッフ）

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2023年5月13日（土）



バン（クイナ科）
ハトくらい ★★

ほぼ全身黒く、額の赤い水鳥。
手賀沼では一年中見られ、沼沿
いの草地や浅い水辺で植物や小
動物を食べる。4-8月に水辺の
草地の中に巣を作る。年に2回
繁殖し、1回目の繁殖で生まれ
た若鳥が親の2回目の繁殖を手
伝うことがある。

手賀沼のヨシ原で繁殖する水鳥たち

オオバン（クイナ科）
ハトより大きい ★★★

全身黒くて額が白い水鳥。手賀
沼では一年中見られ、沼の浅い
水辺で植物や小動物を食べる。
越冬期には数が増えるが、手賀
沼での繁殖期の個体数は減少が
続いている。4-8月にヨシ原の
ヒメガマの中に草を積み上げて
巣を作り、6-10卵を産む。

ヒクイナ（クイナ科）
ハトより小さい ★★

頭部から腹にかけて暗い赤色の
水鳥。警戒心の強い鳥で、
「キョ、キョ、コココ…」とい
う囀りで存在に気づくことが多
い。手賀沼周辺では、かつては
数少ない夏鳥だったが、近年で
は一年中見られ、繁殖も確認さ
れている。草の中に巣を作るが、
外からは見えない。

カイツブリ（カイツブリ科）
ハトより小さい ★★★

よく潜る小型の水鳥で、尾が非
常に小さい独特の丸い体形をし
ている。脚を使い潜って小さな
魚や小動物を捕食する。手賀沼
では一年中見られ、2-11月と長
い期間にわたり繁殖期が続く。
ヨシ原の縁や近くの水面に浮い
た巣を作り、4-6卵を産む。

ヨシゴイ（サギ科）
ハトくらい ★

日本で最も小さいサギ。「オウ、
オウ…」と低い声で繰り返し鳴
く。ヨシ原の縁や水田で、小さ
い魚や小動物を捕食する。夏鳥
で、5-9月ごろによく見られる。
ヒメガマの中に草を編んで巣を
作り、4-7卵を産む。複数のつ
がいが集まって繁殖する。

コブハクチョウ（カモ科）
とても大きい ★★★

全身白色の大型の水鳥。ヨー
ロッパ原産の外来種。手賀沼で
は1990年から繁殖するように
なり、現在は毎年10つがいほど
が繁殖している。ヨシ原の縁や
中に草を積み上げて直径1.5m
ほどの大きな巣を作り、5-8卵
を産む。

てがたんコースでの見つけやすさを★の数で示しています。
★★★：いつも見られる ★★：時々見られる ★：たまに見られる
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